
平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１５ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
保健衛生部Ⅱ

衛生試験所 ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

１／２

担当課 整理番号 事務事業名称

保健予防課 447 事業所健診等

448 区民に対する一般健康相談

449 健康診断書発行

492 妊婦健康診査

493 妊産婦歯科健康診査

494 ４カ月児健康診査

495 ６・９カ月児健康診査

496 一歳六カ月児健康診査

497 三歳児健康診査

498 神経芽細胞腫検査

499 乳幼児歯科相談

500 一歳六カ月児歯科健康診査

501 三歳児歯科健康診査

502 経過観察健康診査

503 出産育児準備教室

504 育児相談・講習会

505 新生児訪問指導

506 母子保健指導

507 母子栄養補給品支給

508 未熟児養育医療

509 妊娠中毒症

529 大気汚染障害者認定

530 光化学スモッグ被害対策

531 公害学級

532 乳幼児アレルギー健康診査

次  頁 → 保健予防課／保健センター／衛生試験所



平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１５ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
保健衛生部Ⅱ

衛生試験所 ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

２／２

担当課 整理番号 事務事業名称

保健予防課 533 ぜん息児水泳教室

534 ぜん息児サマーキャンプ

535 ぜん息児親子音楽教室

536 健康調査委員会

537 予防接種

538 健康被害救済

539 感染症対策

540 エイズ対策

541 結核診査協議会運営

542 結核患者保健指導

543 医療費公費負担

544 結核予防

保健センター 446 保健センターの施設維持管理

衛生試験所 450 衛生試験所運営

前  頁 → 保健予防課 Top



447

コード

コード

11 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①(代)

②

年度

人

回

　　％

人

千円

人 0.90 0.89 0.96

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地域保健法６条１４項・同施行令・施行規則

事業開始年度

事業終期

整理番号事業所健診等

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

以前は、巡回形式で実施していた巡回小規模企業健診や、保健所が許認可を持って
いる業種（理・美容等）を対象にした業態者（接客業）健診もあったが、現在で
は、常勤労働者30人未満の小規模企業を対象に健診と結果説明が中心である。受診
している事業所の意識は、労働環境を含めた健診と捉える事業所は少なく、従業員
の健診のみとして受診する事業所が多い。

利用しやすい価格、検査精度が確保されており、安心して健診が受けられる健診受
診体制の整備、健診の結果及び作業環境、作業様態などを総合的に評価し、適切な
事後指導が実施してもらえるサービス体制の整備など。

労働行政側では近年これまで対策が不十分であった小規模企業の健康確保対策に力
を入れ始めており、平成5年度から全国347ヶ所の地域産業保健センター事業が、都
道府県毎には産業保健推進センター事業が開始されており、これらとの連携協力が
重要となろう。

25.6

対象

区内の一定規模以下（労働者が30人未満）の小規模企業を対象
（障害者施設を含む）とする。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

11.0

20

3,792

0

11,016

0

6,328

36.5

14

1,246

0

10,109

13

3,6420

0

0

#DIV/0!

8,044 8,676

0

0

0

11,355

0

14,808

0

9,970

特記事項

・１１年度計画の受益者負担分
数値は、診断書発行業務が保健
所へ移行した。
・受益者負担分数値は、事業所
健診と健康相談の割合を６対１
とした。

0

0

3,221 1,926 6,132

8,134

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

750

36

745

39

91

820

39

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

0

0

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

労働者の健康と安全を保持増進させる。 健診実施事業者数÷対象となる小規模事業所の健診予定
事業者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

健診機会の少ない区内の小規模企業の労働者に対し、労働安全
衛生法令に基づいた健診を保健センターに来所する形式で健康
診査を行う。

活動指標名

健診実施事業者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 161230保健衛生部保健予防課

保健所等維持運営 40600

杉並区保健所の設置等に関する条例

労働安全衛生法・同施行令・同施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



448

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

人

　

千円

人 4.37 0.30 1.36 0.00 1.59 0.00 1.79 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 保健衛生部保健予防課保健係・全保健センター

保健所等維持運営 40600

医療法・同施行令・同施行規則

杉並区立保健センター条例

来所人数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　来所者の健康に関する相談を受け、必要な検査を行い、結果
について説明・指導する。

活動指標名

実施回数

成果指標名

　個々の健康状態に合った指導・サービスの提供・紹介によ
り、健康不安の解消・健康の保持増進・生活習慣の改善などが
できる。

(代）相談件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　区民の健康ニーズに見合った適切な保健指導（生活・栄養・運動）を行うことにより、精密検査や治療等が必要な方を医療や
福祉サービス等に結びつけることで、区全体の健康水準の向上が図れる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

141

838

119 119

845

120

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

23,679

39,496

6,200 5,541 5,585

12,292

455

14,370 16,178

935

64,110

0

18,492

312

22,075

0

19,911

12,191

0

51,919

19.0

640

13,235

30.3

155

5,080

926

12,485

167

6,037

184

8,379

336

13,359

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

27.5

整理番号区民に対する一般健康相談

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

健康診断書発行を伴う健康相談として各センター週1回の体制で開始したが、平成１
１年度より診断書発行業務が杉並保健所１か所での実施に変更になると共に当事業
は各センター月２回となった。

成人健康診査後の再検査の場としての利用もできている。
相談結果を診断書として発行してほしいという希望がある。

１回の相談者数が数人で、セカンドオピニオンを求めたり、相談内容も複雑化の傾
向にある。来所者が増えれば時間内での対応は困難となる可能性もある。

38.0

対象

　一般区民

根拠法令等

地域保健法・同施行令・同施行規則

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



449

コード

コード

50 年度

平成 13 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

枚

％

％

千円

人 5.63 0.25 2.28 0.20 2.46 0.20 1.83 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

医師法第１９条第２項

事業開始年度

事業終期

整理番号健康診断書発行

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

事業開始当初は、診断書を発行できる診療所が少なく、保健所に診療所機能が求め
られていたが、現在は医療機関の整備が進み、保健所の診療所としての機能は薄れ
ている。平成１０年度まで５センターで月２回実施していたが、平成１１年度から
杉並保健所１カ所で毎週実施に変更した。

診断書の随時・即時発行希望。
待ち時間の短縮。
土・日・夜間の開設。

診断書発行が可能な医療機関が増加すれば民間医療機関への移行が進む。

32.9

対象

区内在住・在勤者で健康診断書を必要とする者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

33.0

12

10,753

0

21,914

0

30,124

21.7

12

12,289

0

24,936

14

8,350

58,749

22,233 16,540

779

58,749

623

37,225

623

32,667

623

38,474

特記事項

１０年度については、事業形態
が異なっていたので受診者数は
把握していないため、活動指数
①及び成果指数①②は出せな
い。

7,086

50,884

15,995 15,617 15,504

20,607

#VALUE!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

2,800

3,000

100

100

2,818

3,608

97

97

3,000

3,330

100

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

 

7,086

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

受験・就職のために診断書の必要な区民に対し、発行する。 受診者数÷予約者数

発行実人員÷受診者

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

毎週1回予約制で、健康診断書に必要な問診・検査等を行い、
健康診断書を発行する。

活動指標名

受診者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

保健所等維持運営 40600

杉並区保健所の設置等に関する条例

診断書発行枚数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



492

コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 0.67 0.00 0.70 0.00 0.74 0.00 0.78 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健予防課　保健係

妊産婦等健康診査 43400

地域保健法第６条

杉並区妊産婦健康診査実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか） 成果指標名

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

妊娠前期・妊娠後期分の健診を契約医療機関に委託して実
施｡　　　　　妊娠届時受診票交付

活動指標名

前期・後期（延）受診者数

妊産婦・新生児の死亡率の低下を図るとともに、母子の障害
予防を期する。

（代）前期・後期受診率　（受診者数÷対象者）

死産数＋新生児死亡数＋周産期死亡数＋乳児死亡数

（代）乳児死亡率　（乳児死亡数÷受診者数）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

7,754

169

95

0

7,489

100

7,611

143

102

0

7,492

153

100

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

57,638

6,055

58,292 59,229 57,944

6,327

8

6,688 7,050

0

63,693

0

64,619

0

64,994

0

65,917

63,693 65,917

9

64,619

9 9

64,994

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号妊婦健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

母子保健対策の充実により、妊婦及び出生児の死亡は減少している。又出産年齢
の上昇に伴い平成８年度より３５歳以上の妊婦に対し超音波検査の項目が゛追加
された。

経済的負担軽減の為に、無料受診機会を増やしてほしいとの要望がある。

しばらくの間、少子化が続くことが見込まれるので、受診者数の大きな変化は無
い。

対象

１　妊娠届を出した妊婦（区民）　　　２　超音波検査につ
いては出産予定日において満３５歳以上となるもの。

根拠法令等

母子保健法第１３条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



494

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

%

千円

人 3.99 0.00 3.85 0.00 4.15 0.00 3.95 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 161330保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児健康診査 43600

地域保健法第6条8項

児童福祉法第18条の３④四ヶ月児健康診査実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

保健センターにおいて医師・保健婦･栄養士・歯科衛生士によ
る健診および保育・栄養相談

活動指標名

成果指標名

①出生後の最初の健診として発育状態や疾患の有無について乳
児の状態を把握する｡②保護者の支援･不安解消

受診者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

（代）受診率

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,4593,395

93.7 100

3,5203,352

97 100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

12,322

36,062

12,449 12,183 10,443

34,796

14

37,508 35,700

0

48,384

0

47,245

0

46,143

0

49,691

0

0

48,384

0.0

0

49,691

0.0

14

0

0

47,245

15

0

13

0

0

46,143

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号４カ月児健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化核家族化に伴い地域での育児の孤立化が進んできている。

最新の医療情報･技術を持った医師に健診してほしい。ゆとりを持った健診をしてほ
しい。休日に健診をしてほしい。

母親への育児サポートの必要性が増大する。

0.0

対象

区内在住の4ｶ月児

根拠法令等

母子保健法第13条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

 年度

人

人

％ 91
％

千円

人 0.87 0.00 0.35 0.00 0.37 0.00 0.56 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

母子保健法第１３条

事業開始年度

事業終期

整理番号６．９カ月児健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化核家族化に伴い地域での育児の孤立化が進んできている。

出生の減少により、対象者は少なくなっているが、受診率は高いと思われる。

対象

区内在住の６・７か月児及び９・１０か月児

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

7

47,67744,960

7

45,967

7

51,276

3,344 5,061

0

51,276

0

45,967

0

47,677

0

44,960

特記事項

43,413

7,863

42,804 41,616 42,616  

3,163

8

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

 

 

 

 

3,520

3,520

100

100

3,477

100

100

3,123

2,907

90

84

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,054

3,211

87

3,477

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

乳児の疾病･異常の早期発見及び保健指導を行い、健全な育
成を期する。保護者の支援･不安解消

（代）６か月健康診査受診率

（代）９か月健康診査受診率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

６か月・９か月の乳児に対して、都内の契約医療機関で受診
できる受診票を交付し、生後６・７か月期、９・１０か月期
に各１回個別健康診査を行っている。

活動指標名

６か月健康診査受診者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児健康診査等 43600

地域保健法第６条第８項

乳児健康診査実施要領

９か月健康診査受診者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

53 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 2.93 0.00 2.85 0.00 3.01 0.00 3.10 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

保健センター受診件数

医療機関受診件数

根拠法令等

母子保健法第１２条

活動指標名

地域保健法第６条第８項

１歳６ヵ月児健康診査実施要領

事業開始年度

事業終期

整理番号１歳６ヵ月児健康診査

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児等健康診査 43600

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化が進み対象人口が減少している

　「待ち時間が長い」等の苦情もある。

少子化，核家族化による母親の育児負担･不安の増大及び孤立化した育児環境等か
らの問題が増加するものと予測される。

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

対象

　区内在住の１歳６ヵ月児

開始当初から現在までの変化

0.0

15

0

0

51,438

0

51,586

0.0

15

0

0

51,122

18

00

0

51,575

0.0

27,204 28,018

0

51,575

0

51,122

0

51,438

0

51,586

特記事項

25,094

26,481

25,364 24,382 23,420

25,758

17

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3,410

3,410

100

100

2,813

2,701

85

82

3,314

3,314

100

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,045

2,737

89

80

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　身体発育及び精神発達の面から最も重要な時期であるの
で、医師、歯科医師等による総合的健診を実施し、保護者か
らの育児に関する相談に対応することにより幼児の健全な育
成を期する。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　保健センターでは、歯科・保健・栄養相談、心理発達等の
健診を行い、区内の委託医療機関では、内科的健診を行って
いる。

保健センター受診件数÷１歳６ヶ月児の対象者

目標値に対する11
年度の達成率％

医療機関受診件数÷１歳６ヶ月児の対象者

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

　　％

千円

人 2.87 0.20 2.64 0.00 2.71 0.00 2.62 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 161330保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児健康診査 43600

地域保健法第6条8項

三歳児健康診査実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

各保健センターにおいて、医師・保健婦･栄養士・歯科衛生
士・心理相談員による健診および育児相談

活動指標名

受診者数

成果指標名

身体･精神発達の面から最も重要な時期である3歳児に総合的な
健診を行い、疾病の早期発見、幼児の健全育成、保護者への育
児支援を図る。

受診率(受診者数÷３歳児健診対象者）

2,850

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2,960.0

目標値

実績

12年度

計画

2,930.02,855.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

15,732

25,939

15,492 14,625 14,294

23,860

#REF!

24,493 23,680

623

42,294

0

39,352

0

37,974

0

39,118

42,294 39,118

#REF!

39,352

#REF! #REF!

37,974

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号三歳児健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化核家族化に伴い地域での仲間づくりを支援し育児の孤立化を防ぐことが必要
になってきている。

最新の医療情報･技術を持った医師に健診してほしい。ゆとりを持った健診をしてほ
しい。休日に健診をしてほしい。

母親への育児サポートの必要性が増大する。

対象

区内在住の3歳児

根拠法令等

母子保健法第1２条

事業開始年度

事業終期

88 100.0 89.0 100.0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

23 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

人 88.9

63.3

％ 94.8

％ 94.5

千円

人 2.95 0.00 3.30 0.00 3.00 0.00 1.97 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児等健康診査

地域保健法第６条

フェスティバル参加者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

１、歯科健診及び歯科保健指導（口腔清掃等）、予防処置
２、よい歯ファミリーフェスティバルの実施･表彰

活動指標名

歯科相談受診者数

成果指標名

１、2の活動を通じて、対象者が適切な知識を得るととも
に、口腔疾患の発生を予防できる。また、早期の軽度う蝕を
適切に管理することで、重症化を防ぐことができる。また、
口腔疾患、口腔の機能発達に関し、不安を持つ保護者は、助
言を得る機会を持つこととなる。

三歳児歯科健康診査のう蝕を有しているものの割合

四歳でう蝕を有している児の割合

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

健診機会の少ない乳幼児に機会を提供するとともに、適切な知識の普及を図り、う蝕発症と重症化を予防すること、保護者
の口腔に関する不安、相談に助言を行う場となることで、幼児の健全育成に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5,793

26

25.5

55.2

7,900

50

5,334

38

21.1

47.6

6,500

50

6,000

60

20.0

45.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

7,486

26,662

7,667 7,488 4,910

29,825

6

27,114 17,805

0

34,148

0

37,492

0

22,715

0

34,602

0

0

34,148

0.0

0

34,602

0.0

5

0

0

37,492

6

0

3

0

0

22,715

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号乳幼児歯科相談

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

出生数の減少にともない、対象者は減少している。また、保護者の意識の変化か
ら、相談内容の多様化と予防的なニーズの高まりがある。
歯科医学の進歩とともに具体的な予防策が確立しつつあり、歯科医療機関での乳
幼児の健診機会は増えているが、まだ、十分ではない。

予防的な健康教育や育児へのサポート、最新の知識を得る場として期待される。

少子化、核家族化による保護者の育児不安の増大、意識の変化による相談内容の
多様化、細分化が予測される。
かかりつけ歯科医による健診受診が増えることが予測される。

0.0

対象

１、４歳までの乳幼児
２、前年度３歳児歯科健康診査受診者

根拠法令等

母子保健法第１３条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

53 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

人 85.9

％ 94.8

％ 91.7

千円

人 1.25 0.00 1.26 0.00 1.10 0.00 0.97 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

母子保健法第12条

事業開始年度

事業終期

整理番号一歳六ヶ月児歯科健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

住民の意識の向上にともない、予防へのニーズが高まっている。また、少子化が
進み対象人口の減少がみられる。また、歯科医学の進歩にともに具体的な予防策
が確立しつつある。
対象者数の変化：昭和５３年　６４７３人→平成１１年　３２４２人

保護者の意識の変化から、予防的な健康教育や子育ての不安に対するサポートが
期待されている。
最新の知見を得る場としても期待されている。

少子化、核家族化による保護者の育児不安の増大、相談内容の多様化が予測され
る。

0.0

対象

1歳6ヶ月児

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

4

0

0

14,279

0

16,856

0.0

5

0

0

18,317

6

00

0

18,281

0.0

9,942 8,767

0

18,281

0

18,317

0

14,279

0

16,856

特記事項

成果指標②については、11年
度以降に導入した。

6,983

11,298

6,929 6,914 5,512

11,388

6

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3,466

20.0

35.0

3,4102,978

21.1

32.1

3,470

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,046

25.5

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

う蝕の発症と重症化を予防すること、保護者の口腔に関する不安、相談に助言を行い、幼児の健全育成をはかるとともに、
歯と口腔を礎とした健康の保持増進に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

適切な知識を得ることでう蝕を誘発する可能性のある生活習
慣を改善するとともに、う蝕の発生を防ぐ。また、すでにう
蝕に罹患している対象は適切な処置・管理により重症化を防
ぐ。さらに、口腔疾患の発生や、機能発育に関し、保護者は
相談の場を得ることで育児不安を解消し、健全な幼児の発育
を期す。

三歳児歯科健診のう蝕を有している児の割合

三歳児歯科健診受診者のうち好ましい保健行動をしてい
た保護者の割合

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

1歳6ヶ月児に対して歯科健診及び保健指導（口腔清掃等）を
実施する。

活動指標名

歯科健診受診数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児等健康診査 43600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

人 90.7

％ 89.2

千円

人 0.89 0.00 0.91 0.00 0.72 0.00 0.57 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児等健康診査

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

３歳児に対して歯科健診及び保健指導（口腔衛生指導等）を
行う。

活動指標名

受診者数

成果指標名

適切な健康教育を受けることで、う蝕等口腔疾患の発生を防
ぐ。疾患の早期発見を行うとともに罹患者に対しては適切な
処置･管理により重症化を防ぐ。さらに口腔疾患の発生や、
機能発育に関し、保護者は、相談の場を得ることで育児不安
を解消し、健全な児の発育を期す。

５歳児でう蝕のある児の割合

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

う蝕等の発生と重症化を予防すること、保護者の口腔に関する不安、相談に助言を行い、幼児の健全育成をはかるととも
に、歯と口腔を礎とした健康の保持増進に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2,815

59.3

3,390 2,850

56.0

3,330 3,143

50.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

5,270

8,044

4,930 4,958 4,947

8,225

5

6,507 5,152

0

13,314

0

13,155

0

10,099

0

11,465

0

0

13,314

0.0

0

11,465

0.0

4

0

0

13,155

4

0

3

0

0

10,099

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号三歳児歯科健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

保護者の意識の変化にともない相談内容、健診への要望の多様化が見られる。ま
た、歯科医学の進歩にともない具体的予防策が確立しつつある。
う蝕のある三歳児の割合：平成5年　34．9％→平成10年　25．5％

より予防的な健康教育、子育ての不安に対するサポート、最新の知見を得る場と
して期待されている。

意識の変化、少子化、核家族化によって保護者の育児不安の増大、相談内容の多
様化が予測される。

0.0

対象

満３歳を超え、満４歳に達しない幼児

根拠法令等

母子保健法第１２条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

千円

人 1.07 0.88 0.86 1.14

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児等健康診査 43600

乳幼児経過観察健康診査実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

適切な期間をおいて専門医・心理相談員及び栄養士並びに保
健婦による診察・指導・相談等を実施している。

活動指標名

有所見者数÷経過観察受診者数

成果指標名

乳幼児の適切な医療・療育への導入と専門職とのフォロー体
制及び保護者への育児相談に対応することにより、乳幼児の
健全な育成を図る。

　

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

乳幼児の身体・精神的発育・発達のフォローと疾病・障害の早期発見を図ることに貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24 22 18 24

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

4,167

9,671

4,600 4,408 3,805

7,953

577

7,773 10,303

0

13,838

0

12,553

0

14,108

0

12,181

13,838 12,181

571

12,553

677 588

14,108

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号経過観察健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

乳幼児医療の進歩により、大きな疾病・障害は管理されるようになったが、医療･
療育機関でフォローしきれない、ボーダーライン児の相談及び情報過多による育
児不安への対応が増加している。

即、病院受診というのは、気持ちの上で抵抗があり経過を見るうちに専門機関へ
つながり安心したとの声が多い。

自閉症や多動児及びボーダーライン児の相談及び育児不安による相談が増加する
ものと予測される。

対象

乳幼児健診及び保健相談等で身体及び心理発達面で経過観察
を必要とする乳幼児

根拠法令等

母子保健法第１３条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 2.72 0.00 2.96 0.00 3.15 0.00 2.82 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健予防課　保健係

母子健全育成 43800

出産準備育児教室実施要領

受講者数（実）（土曜パパママ学級含む）（パパ・ママ学級）

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

母親学級は、出産にむけた準備に関する講義・実習（妊婦歯
科検診を含む）。パパママ学級は沐浴実習と父親の役割を
テーマに開催（年間８回の土曜開催もある）。

活動指標名

受講者数（実）（母親学級）

成果指標名

安心して出産・子育てできるように、母親同士の情報交換
と、地域での仲間づくりをすすめることにより、育児の孤立
化と育児不安をなくす。男性も育児参加すると共に、父親と
して自覚をもつ。

（代）受講率

（代）受講率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

健全な出産・育児環境づくりに貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

736

1,350

67

113

1,000

1,056

100

100

835

1,380

84

131

1,000

1,440

100

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,746

24,583

2,578 2,432 2,376

26,752

37

28,470 25,487

0

27,329

0

29,330

0

27,863

0

30,902

27,329 30,902

29

29,330

37 28

27,863

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号出産育児準備教室

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

医療機関における同様の講座は増えているが、核家族化の傾向に伴い、地域の情
報交換・仲間づくりは、益々必要となっている。
平成９年から、平日参加ができないパパママのために土曜パパママ学級を各保健
センターで開始している。

土曜開催の希望が多い。（母親学級。パパママ学級とも）

情報交換や仲間づくりは、インターネット活用によって可能である。また一方
で、フェイス・トゥ・フェイスの関係づくりや実技指導の需要は、核家族化が進
んでいくうえで更に増加すると見込まれる。

対象

①母親学級　主に初産の妊婦
②パパ・ママ学級　おもに初産の妊婦とその夫

根拠法令等

母子保健法第９条・第１０条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人（延）

人（延）

％

％

千円

人 2.62 0.00 2.93 0.00 2.71 0.00 2.66 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

母子健全育成 43800

母子保健法第１０条

育児講習会参加者延数　

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

ⅰ）育児相談　身体測定及び相談。親同士の交流。
ⅱ）講習会　専門家による講演。離乳食の情報提供。調理実
演。

活動指標名

育児相談参加者延数

成果指標名

　乳幼児及びその母親の健康保持・増進のため、保健婦・栄
養士・歯科衛生士などの専門職が相談に応じ、必要な指導・
助言を行うことにより育児不安を軽減する。また、母親間の
交流・情報交換をすることで、地域での孤立化を防ぐ。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,689

1,834

3,477

3,477

2,521

1,991

3,520

3,520

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,070

23,680

2,106 2,024 2,004

26,481

15

24,493 24,041

0

25,750

0

28,587

0

26,045

0

26,517

0

0

25,750

0.0

0

26,517

0.0

8

0

0

28,587

11

0

7

0

0

26,045

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号育児相談・講習会

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区全体として子育て支援への取り組みが進み、本事業と類似の内容が児童館等で
行なわれるようになってきている。

　参加者の多くが、「育児不安を軽減できた」との声を寄せており、概ね好評を
得ている。また、開催回数や定員の増加についての要望も多い。

　子どもを取り巻く社会環境からみて、育児の問題は、今後益々深刻化するもの
と考えられる。このため、乳幼児の絶対数は減少しても、育児相談等に対する
ニーズは増加していくと予測している。

0.0

対象

　乳幼児とその保護者。

根拠法令等

母子保健法第９条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人（実）

人（延）

％

％

千円

人 2.37 0.00 1.92 0.00 2.30 0.00 2.10 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

母子保健法　第11条

事業開始年度

事業終期

整理番号新生児訪問指導

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化、核家族化、地域連帯感が希薄になるなどの、子どもや家庭をめぐる環境
が変化し、育児不安の解消や育児補完機能のニーズが増えてきている。
平成１１年から希望者への訪問が中心となった。

初めての子育てでまだ家から出られない時期の訪問なので、とても喜ばれる。
「もっと最新の情報がほしい」等の要望もある。

核家族化が進み、育児不安解消のため本事業の必要性は増加すると予測される。
但し希望者への訪問であるため、行政として本当に訪問が必要とされるケースへ
の対応が遅れることが懸念される。

対象

原則第１子で生後２８日以内の新生児。２８日以内の訪問が
困難な場合は５６日以内の乳児及びその保護者のうち希望す
るもの。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

24

22,43224,178

19

21,418

26

24,753

20,787 18,980

0

24,753

0

21,418

0

22,432

0

24,178

特記事項

3,333

21,420

4,065 3,391 3,452

17,353

28

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

950

950

100

100

926

954

83

85

1,120

1,120

100

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

887

897

60

61

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

出産直後の母体の精神的・身体的安定を図り、保護者の育児
不安を解消すると共に、育児に積極的にかかわれるようにす
る。

（代）訪問件数（実）÷訪問希望者数

（代）訪問件数（延）÷訪問希望者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

保健婦・指導員が訪問し、育児指導及び異常の早期発見・治
療等についての指導を行う。

活動指標名

訪問件数（実）　

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健予防課　保健係

母子健全育成 43800

地域保健法　第6条

訪問件数（延）　

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



506

コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 0.20 0.00 0.24 0.00 0.27 0.00 0.24 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

母子健全育成 43800

地域保健法第６条第８項

杉並区保健指導票事務取扱要領

保健指導票受診票交付数（乳幼児）

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　保健センターが対象者に、保健指導が受けられる受診票を
交付する。

活動指標名

保健指導票受診票交付数（妊産婦）

成果指標名

　低所得者に対して、医療機関において保健指導の受診機会
を与えることにより、母と乳幼児の健康保持が実現する。

（代）受診率

（代）受診率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　低所得世帯の母子の健全な育成及び保健医療体制の強化を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

72

3

50

50

130

5

100

100

57

3

44

60

104

6

100

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

200

1,808

453 229 387  

2,169

40

2,440 2,169

0

2,008

0

2,622

0

2,556

0

2,669

2,008 2,669

26

2,622

61 26

2,556

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号母子保健指導

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

制度の意義の変化はない。

福祉事務所と保健センターとの連携により、窓口の一本化を望む。

潜在ニーズは高いことが予測され、増加傾向といえる。今後も制度の需要は変わ
らない。

対象

　生活保護世帯及び区民税非課税世帯の妊産婦、乳幼児で健
康診査を含む保健指導が必要なもの。

根拠法令等

母子保健法第１０条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人 86.6

千円

人 0.04 0.04 0.05

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

母子健全育成 43800

母子栄養補給事業実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

母子栄養強化のため、妊産婦及び乳児に対して粉ミルクを無
償支給する。

活動指標名

粉ミルク支給人数

成果指標名

粉ミルクを支給することで、母子の栄養改善を図る。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

妊産婦・乳児の健康を確保する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24 30 26 30 30

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

362

0

271 232 271

362

15

362 452

0

362

0

633

0

723

0

594

0

0

362

0.0

0

594

0.0

21

0

0

633

23

0

24

0

0

723

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号母子栄養補給品支給

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

開始当初に比べ全般的に妊産婦や乳幼児の栄養状態は改善されており、支給人員
は減少傾向にある。

引き続き妊婦数の減少、全般的な栄養状態の改善傾向が続く見込みであり、支給
人数の減少が予測される。

0.0

対象

生活保護世帯、住民税非課税世帯、住民税均等割世帯、所得
税非課税世帯に属する妊産婦及び乳児

根拠法令等

母子保健法第１４条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人 97.5

％

千円

人 0.30 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.15 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

母子保健医療費助成 44000

杉並区母子保健法施行細則第５条

杉並区未熟児養育事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請を保健センター経由で受理し、医療機関・保護者に医療
券を交付する。受給者管理を行い、医療費の支払いや負担金
の徴収事務を行う。

活動指標名

養育医療受給者数

成果指標名

未熟児に対し、出生後速やかに適切な処置を講じ、心身障害
を防止し健康な発育を促す。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

78 80 78 80 80

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

16,858

2,711

15,323 15,978 17,979

904

251

904 1,356

0

19,569

0

16,227

0

19,335

0

16,882

4,704

4,891

9,974

24.0

4,751

8,027

24.3

203

3,145

5,609

7,473

216

4,104

242

3,145

5,609

10,581

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

19.4

整理番号未熟児養育医療

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

医療技術の向上等により、超未熟児を含め低体重出生児の出生数は漸増してい
る。

医療制度の充実や医療技術の進歩に伴い、低体重出生児の出生数は増加する見込
みである。

16.3

対象

出生時体重２，０００ｇ以下等、身体の発育が未熟なまま出
生した乳児で、医師が入院養育を必要と認めた者。

根拠法令等

母子保健法第２０条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人 85.7

％

千円

人 0.30 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.15 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

母子保健法第１７条第２項

事業開始年度

事業終期

整理番号妊娠中毒症

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

妊婦数は減少傾向にあるが、申請者数は毎年３～１０人の間で推移している。

出産年齢の高齢化に伴い、妊娠中毒症の発症者数は増加することが見込まれる。

0.0

対象

妊娠中毒症等にり患している妊婦で、前年の所得税額が３万
円以下の世帯に属するか、または入院見込み期間が２６日以
上の者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

365

0

0

2,554

0

2,064

0.0

305

0

0

2,137

344

00

0

4,100

0.0

904 1,356

0

4,100

0

2,137

0

2,554

0

2,064

特記事項

1,389

2,711

1,233 1,160 1,198

904

586

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

767

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

7

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

妊娠・出産に支障を及ぼす恐れのある疾病につき、診療を受
けるために必要な援助を与え、健全な出産を促す。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請を保健センター経由で受理し、申請者に対し医療費の自
己負担額を助成している。

活動指標名

助成を受けた人数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

母子保健医療費助成 44000

特別区妊娠中毒症等医療費助成実施要綱

杉並区妊娠中毒症等り患者医療費助成実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



529

コード

コード

47 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

％

千円

人 0.50 0.67 0.69 0.72

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

大気汚染被害対策 45400

杉並区大気汚染障害者認定審査会条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

認定審査会において認定されたぜん息患者に医療券を交付
し、都は医療費を助成する

活動指標名

申請者数

成果指標名

疾病にかかった者に対して医療費の助成をし、健康障害の救
済を図る

（代）認定者数÷申請者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,280

100

1,270 1,275

100

1,300

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,378

4,519

2,414 1,979 1,490

6,055

5

6,236 6,507

0

6,897

0

8,469

0

7,997

0

8,215

6,897 8,215

7

8,469

6 6

7,997

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号大気汚染障害者認定

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

認定者数は増加傾向にある

申請時の添付書類の簡素化

今後も認定者数の増加が予測される。

対象

指定疾病にかかっている１８歳未満で、都内に引き続き１年
以上住所を有する区民

根拠法令等

東京都大気汚染に係る医療費の助成に関する条例

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

13 年度

所

％

千円

人 0.20 0.10 0.12 0.05

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

大気汚染被害対策 45400

杉並区光化学スモッグ被害救急措置要領の運営細則

東京都公害防止条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

学校等区内施設における光化学スモッグ被害に対処する為要
綱を定め救急措置体制を整えている。

活動指標名

対象施設

成果指標名

光化学スモッグ被害が発生した時、杉並区医師会、杉並区、
施設管理者の連携のもとに、その被害に緊急適切に対処す
る。

救急医療機関÷対象施設

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

325

33

327

31

327

31

327

29

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

676

1,808

778 641 738

904

8

1,085 452

0

2,484

0

1,682

0

1,190

0

1,726

2,484 1,726

5

1,682

5 4

1,190

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号光化学スモッグ被害対策

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

注意報発令時の各施設の周知対応の徹底により被害を未然に防げるようになった
為発生件数の減少

解除発令がない

今後も光化学スモッグが発生することが考えられるので、発生時の危機管理体制
の徹底をさらに図ることが必要である。

対象

区内で発生した光化学スモッグの被害者

根拠法令等

杉並区光化学スモッグ被害救急措置要領

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



531

コード

コード

56 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 0.69 0.58 0.58 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保険衛生部保健予防課保健係

大気汚染被害対策 45400

公害学級実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

年一回３センターでアレルギー専門医を招いて、講演会を実
施している。

活動指標名

参加人数

成果指標名

患児及び保護者に対して、講演会を実施することによりぜん
息等のｱﾚﾙｷﾞｰ疾患に対する正しい知識、自己管理方法、万が
一のぜん息発作時の対処方法等について習得を図る。

来所者へのアンケート調査によりぜん息を始めとしたｱﾚ
ﾙｷﾞｰ疾患への理解度

　

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

ぜん息等ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患に対する正しい知識の普及を図ることに貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

81 80 57 80

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

180

6,236

196 117 138

5,242

79

5,242 4,519

0

6,416

0

5,438

0

4,657

0

5,359

6,416 5,359

68

5,438

94 58

4,657

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号公害学級

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

ぜん息を始めとしてｱﾚﾙｷﾞｰ疾患に悩んでいる患者及び家族は全国域に増加してい
る。

ぜん息及びｱﾚﾙｷﾞｰ疾患に関する知識･情報を要望する声は年々高まっており、公害
学級への住民の期待は大きい。

ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患は全国域で増加しており、、相談や情報提供等のニーズが高くなると
予測される。

対象

　大気汚染による、ぜん息医療費公費負担制度の認定者及び
受講希望者

根拠法令等

公害健康被害の補償に関する法律

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



532

コード

コード

63 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 1.51 0.05 0.85 0.05 0.85 0.05 0.72 0.05

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

公害健康被害の補償等に関する法律第８８条５項

事業開始年度

事業終期

整理番号乳幼児アレルギー健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

年々、アレルギー疾患は増加傾向にあり、その背景には生活環境の変化が大きく
影響している。

アレルギー疾患の予防・適切な治療方法等の情報を要望する声が多い。

ますます、アレルギー健康診査の重要性が高まる。

対象

４ヶ月健診及び１．６歳児健診時に来所した者で、アレル
ギー疾患がみられる乳幼児や相談を希望する者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

10,44411,70212,447

46

17,498

7,682 6,507

156

17,498

156

12,447

156

10,444

156

11,702

特記事項

3,695

13,647

4,609 3,864 3,781

7,682
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

257

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

アレルギー疾患を予防・改善及び保護者の不安解消と正しい
知識の習得による生活改善を図る。

（代）医療機関紹介者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

対象者に対し、専門医の診察・改善及び栄養士・保健婦によ
る相談・指導を実施している。

活動指標名

アレルギー相談受診件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

公害健康被害予防 45600

　

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



533

コード

コード

2 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 0.20 0.00 0.15 0.00 0.25 0.00 0.15 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

公害健康被害の補償等に関する法律

事業開始年度

事業終期

整理番号ぜん息児水泳教室

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

開始当初は参加者が多かったが、最近は水泳がぜん息によいということが周知さ
れ、民間の施設でも受け入られるようになり、利用する人が増えてきている。

年１回ではなく回数をふやしてほしい。

効果の測定評価が充分しにくい事業なので見直しを図る。

0.8

対象

東京都の大気汚染に係る健康障害者に関する医療費助成に基
づく被認定者又は慢性気管支炎・気管支ぜん息に罹患してい
る４歳から小学４年生のうち希望する者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.9

61

35

2,786

1,484

1,723

3,182

0.6

59

35

2,685

1,376

76

3233

1,746

2,664

0.7

2,260 1,356

0

4,443

0

4,096

0

4,305

0

4,937

特記事項

2,635

1,808

2,740 2,677 2,949

1,356

66

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

706570

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

67

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

ぜん息発作を起こしにくい運動である水泳の実技指導を行う
ことにより医療的効果を向上させる。また、鍛錬の動機づ
け、仲間との交流、保護者同士の情報交換を図る。

(代）体質改善者数(アンケート結果から）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

週１回(全１０回)温水プールにおいて、医師による診察後、
指導員による水泳技法等の実技指導を行う。

活動指標名

参加者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

公害健康被害予防 45600

健康被害予防事業助成金交付要綱

ぜん息児水泳教室実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

3 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 0.60 0.00 0.45 0.00 0.60 0.00 0.50 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

公害健康被害予防 45600

健康被害予防事業助成金交付要領

ぜん息児キャンプ実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

自然豊かな場での５泊６日の合宿生活を送り、療養指導やレ
クリエーション活動を行う。

活動指標名

参加者数

成果指標名

転地療養の実施により医療的効果を向上させる。また鍛錬の
動機つけ、仲間との交流、保護者同士の情報交換を図る。

(代）体質改善者数（アンケート結果から）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

53 56 55 56

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

5,529

5,423

5,885 5,487 6,445

4,067

207

5,423 4,519

0

10,952

0

9,952

0

10,964

0

10,910

795

4,586

5,571

7.3

4,698

5,387

7.6

178

840

4,914

4,198

198

825

196

840

5,804

4,320

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

8.4

整理番号ぜん息児サマーキャンプ　　　　

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成９年度より参加費(１５０００円)を徴収することとした。

参加したことにより、本人の自信や生活改善の動機づけになったとの声がある。

効果の測定評価が充分しにくい事業なので見直しを図る。

7.7

対象

東京都の大気汚染に係る健康障害者に関する医療費助成に基
づく被認定者又は慢性気管支炎・気管支ぜん息に罹患してい
る小学４年から中学３年のうち希望者

根拠法令等

公害健康被害の補償等に関する法律

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

8 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

組

千円

人 0.20 0.00 0.15 0.00 0.17 0.00 0.15 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

公害健康被害予防 45600

健康被害予防事業助成金交付要綱

ぜん息児親子音楽教室実施要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

音楽療法士の指導により、のばし歌・一息歌等の音楽療法を
３日間集中的に実施している。

活動指標名

参加者数

成果指標名

保護者に対しぜん息児の鍛錬のひとつとして腹式呼吸や発作
時の対処法を指導する。また、保護者同士の交流や情報交換
の場とする。

（代)体質改善者数(アンケート結果から）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

36 40 36 40

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

419

1,808

407 406 424

1,356

62

1,536 1,356

0

2,227

0

1,763

0

1,780

0

1,942

0

742

1,485

0.0

741

1,201

0.0

44

0

419

1,344

54

0

44

0

443

1,337

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号ぜん息児親子音楽教室

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

事業開始時から参加希望者が少ない。

効果の測定評価が充分しにくい事業なのでみなおしを図る。

0.0

対象

東京都の大気汚染に係る健康障害者に関する医療費助成に基
づく被認定者又は慢性気管支炎・気管支ぜん息に罹患してい
る４～６歳の児童とその保護者のうち希望する者

根拠法令等

公害健康被害の補償等に関する法律

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



536

コード

コード

10 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.10 0.45 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

井草森公園周辺環境問題に係る健康調査委員会設置要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号健康調査委員会

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成8年4月以降、井草森公園周辺住民の間に、咳，喉の痛み，眼の充血，皮膚のか
ゆみや発疹、頭痛などの健康不調を訴えている問題で、区は訪問調査や検診等行っ
てきた。　　　　　　アンケート調査を井草森公園周辺及び区他地区の区民に行
い、井草森公園周辺住民の健康状態を明らかにする目的にて、健康調査委員会が設
置された。

井草森公園周辺環境問題の早期解決

健康調査委員会による調査結果公表後も、継続的な追跡調査が必要と思われる。

対象

　井草森公園周辺住民及び区に健康不調を訴えた者。
アンケート調査対象の区民。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

012,479

4

14,067

5

904

4,519 0

0

904

0

14,067

0

0

0

12,479

特記事項

904

10,000 7,960 0

4,067
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

2,322

97

73

64

3,200

120

100

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　アンケート調査を実施･分析し、井草森公園周辺住民の健康
状態を明らかにする。
健康相談にて、必要に応じ専門医療機関に紹介し、診断・治療
につなげる。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　井草森公園周辺及び区他地区の区民にアンケート調査を行
う。
健康不調を訴えた者に対し、健康相談を実施する。

活動指標名

アンケート調査数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 保健衛生部保健予防課保健係

公害健康予防 45600

健康相談受診者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

16 年度

件

％ 91.0

千円

人 1.63 0.00 1.60 0.00 1.63 0.00 1.45 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

予防接種法第３条

事業開始年度

事業終期

整理番号予防接種

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

１．平成６年の予防接種法の改正により、義務接種から勧奨接種へ、また集団接
種から個別接種へ変更となった。この直後小中学生の接種率が著しく低下し、そ
の状況が続いている。
２．平成１１年度から予診票を冊子化してまとめて配布している。そのため日本
脳炎第Ⅰ期の接種率が上昇した。

☆子どもが４か月の時に予診票をまとめて渡されるので、３歳頃に受ける日本脳
炎は忘れてしまいそうだ。
☆予防接種委託医療機関やポリオの接種会場等の情報ををホームページに載せて
ほしい。

　学齢期児童の予防接種率が低い状態は、任意・個別接種の状況下では今後とも
続くと予想される。

0.0

対象

区内に居住する３か月～16才未満の児童

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

7

0

17,072

250,697

18,450

266,878

0.0

8

0

17,940

288,257

7

00

16,029

245,186

0.0

14,732 13,105

0

261,215

0

306,197

0

267,769

0

285,328

特記事項

財源については他に財政調整
がある。

246,483

14,732

291,736 270,596 254,664

14,461

6

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

34,400

80

39,520

76

43,821

75

39,535

73

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

41,755

71

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　区民の公衆衛生の向上及び増進に寄与する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　上記にあげた疾病の発生及びまん延が予防される。 接種率（のべ接種件数÷のべ対象件数×１００）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　法律で定められたジフテリア、百日ぜき、急性灰白髄炎、
麻しん、風しん、日本脳炎、破傷風の予防接種を、区内医療
機関に委託して対象年齢の児童に行う

活動指標名

予防接種の接種件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

予防接種 46200

特別区予防接種相互委託協定書第３条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

52 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.20 0.00 0.20 0.00 0.22 0.00 0.20 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

予防接種 46200

結核予防法第２１条の２

予防接種法及び結核予防法の一部を改正する法律附則第
３条第１項

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

予防接種により健康被害を受けた者に対し各種給付を行う

活動指標名

健康被害認定者数　

成果指標名

予防接種により健康被害を受けた者を救済する。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

6 6 6 6

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

1,808 1,808

301

1,988 1,808

0

1,808

0

1,808

0

1,808

0

1,988

1,808 1,988

301

1,808

331 301

1,808

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号健康被害救済

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

ワクチンが改良され、健康被害者の発生は減っている。

健康被害の発生は減少しているが、発生ゼロにはできない。また、既健康被害者
に対する給付は今後も継続して行く必要がある。

対象

予防接種により健康被害を受けた者

根拠法令等

予防接種法第１１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

13 年度

人

所 81.5

率

率 100.0

千円

人 2.26 0.00 2.93 0.00 1.49 0.11 0.02 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

感染症対策 46400

同法律施行令

東京都の感染症の予防のための施策の実施に関する計画

感染症情報提供先機関数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

感染症発生時に医師、保健婦、事務担当、食品衛生監視員等
で初動チームを編成し、速やかに当該者に対し防疫措置を実
施する。また、感染症流行情報を収集･分析し公表する。

活動指標名

健康診断の勧告･措置者に対する検便実施数

成果指標名

感染症発生時に迅速・的確な防疫措置を実施し、まん延の防
止を図る。また、流行すると思われる感染症情報を収集・公
表し感染症の発生を予防する。

実際の検便実施者数÷健康診断の勧告･措置者数

感染症情報提供した施設数÷集団発生の危険が高い施設
数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

感染症の発生とまん延を防止し区民の健康を守る。また、感染症の流行を予測し、医療機関、学校･小児･高齢者施設等に情
報提供することで、感染症の被害を未然に防止できる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

 

 

100

 

 

 

101

614

100

100

 

665

 

100

727

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

5,944

20,426

7,561 5,325 4,079

26,481

#VALUE!

13,467 139

0

26,370

0

34,042

0

4,218

343

19,134

0

12,105

14,265

0.0

623

18,511

0.0

#VALUE!

0

683

33,359

189

0

#VALUE!

0

477

3,741

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号感染症対策

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成１１年4月感染症新法が施行された。旧法では、患者の隔離・家屋消毒等の強
制的な防疫措置に重点が置かれていたが、新法での感染症対策は、人権に配慮し
た防疫対応が求められている。健康診断については、まん延の防止と感染を疑う
に足りる正当な理由のある者に対してのみの実施となり、従来の保菌者検索検便
は廃止となった。また、新たに感染症流行状況の事前把握と情報提供に重点が置
かれた。会社（職場）や近隣住民に対して患者･感染者であることを知られないようにして
欲しい。また、流行する感染症とワクチン接種場所の情報が知りたい。

海外旅行や国際交流の活発化により、国内に持ち込まれる感染症の危険は高まっ
ている。また、エボラ出血熱・エイズ等の新興感染症の出現や結核・ジフテリア
等、一度は克服できると考えられた疾患も、再興感染症として人々の健康を脅か
しており、今後も予防対策は重要である。感染症の情報収集と提供については、
今後インターネットＰＣの導入により幅広く情報提供がされるようになる。

0.0

対象

①感染症患者・家族・関係者
②学校施設、小児施設、高齢者施設等

根拠法令等

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

62 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

件

率

千円

人 1.63 2.47 2.25 2.69

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

エイズ対策 46420

杉並区エイズ及び性感染症相談事業実施要領

杉並区ＨＩＶ母子感染予防事業実施要綱

指定医療機関抗体検査数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

Ⅰ.各保健センター月１回の相談日に匿名で相談･抗体検査を
実施｡必要に応じ医療機関を紹介｡Ⅱ.区内指定医療機関で希
望者にカウンセリング･抗体検査を実施。陽性者への地域支
援｡

活動指標名

相談件数（電話相談を含む）

成果指標名

Ⅰ.エイズの感染予防及び早期発見を行い、かつエイズ予防
に対する正しい知識の提供による偏見や差別を防ぐ。　Ⅱ.
早期発見による母子感染の予防。

（代）保健所・保健センターの抗体検査数

（代）区内指定医療機関の妊婦検診受診者中のＨＩＶ抗
体検査実施者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

Ⅰ.感染防止及び早期発見が可能である。また、エイズに関する正しい知識の普及。偏見差別の解消。　Ⅱ.早期発見により
母子間感染を予防する。また、陽性者に対する地域支援が可能。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

314

2,013

92

2,200

200

443

2,131

161

89

2,100

200

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

16,674

14,732

15,109 13,506 7,921

22,324

100

20,336 24,312

0

31,406

0

37,433

0

32,233

0

33,842

0

460

30,946

0.0

190

33,652

0.0

0

190

37,243

76

0 0

184

32,049

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号エイズ対策

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

Ⅰ.エイズの正しい知識の普及で、より気軽に相談しやすくなり、早期発見事例も
ある。しかし、一般の関心は薄れてきており、患者・感染者は著しく増加してい
るにもかかわらず、平成１１年度のHIV抗体検査数は１６１件となっており、微増
である。　Ⅱ.平成８年の事業開始当初に比べ、指定医療機関が医師会未加入医療
機関にも拡大した。

Ⅰ.エイズ・性感染症相談の実施回数・日時について利用しにくいという声があ
る。　Ⅱ.抗体検査に自己負担を導入することについて、区民の健康を維持するた
めに自己負担がかかることに対して見直すべきではないかとの意見がある。　カ
ウンセリングを受けずに無断で検査されたとの報告があった。

Ⅰ.今後もエイズの患者及び感染者が増加することが予測されるため、この事業の
必要性はますます大きくなるものと思われる。また、近年性行動の低年齢化に伴
い、若年層に対する予防啓発に力を入れる必要がある。Ⅱ.感染者の増加に伴い、
早期発見・感染予防・偏見差別の防止はますます重要になっている。

0.0

対象

Ⅰ.区内及び区外のすべての住民　　Ⅱ.区内在住の妊婦

根拠法令等

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



541

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

件

％

千円

人 0.60 0.00 0.70 0.00 0.92 0.00 1.07 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

結核対策 46700

杉並区結核診査協議会条例

診査件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

結核予防法に基づく公費負担申請に対し、適切な医療であるか
審議するため、専門知識を持った委員による診査協議会を開催
する。

活動指標名

診査協議会開催件数

成果指標名

申請の適否及び、より適切で確実な結核治療の審議を行うた
め、高い専門性を有する協議会を運営する。

公費負担承認件数÷公費負担申請件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

適切な結核医療が促進されることにより、患者管理の向上に結びつく。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24

459

99.8

24

100.0

24

574

94.8

24

100.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

1,566

5,423

1,638 1,330 1,638

6,327

291

8,315 9,671

0

6,989

0

7,965

0

11,309

0

9,645

0

0

6,989

0.0

0

9,645

0.0

332

0

0

7,965

402

0

471

0

0

11,309

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号結核診査協議会運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

減少を続けてきた結核患者の発生は、近年鈍化しここ数年は増加の兆しをみせてい
る。高齢者における結核再燃、若年層の発症による集団感染の発生もみられ、結核
医療を必要とした公費負担申請も増加している。また薬剤の効かない耐性菌の出現
等、協議会で審議される内容もより高度な専門的知識が必要となり、協議委員の入
れ替えを行い、これに対応している。

杉並区では、若年層における結核患者の増加がみられ、今後も予断を許さない状況
が続くことが予測されるため、専門知識をもった委員による審議がさらに必要とさ
れる。

0.0

対象

結核医療を審議するための協議会

根拠法令等

結核予防法第４８条、４９条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



542

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

件

％

千円

人 4.68 0.00 4.26 0.00 6.00 0.00 5.50 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

結核対策 46700

結核予防法による登録及び管理検診実施要領

結核予防事務取扱指針

管理検診実施数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

患者登録時に患者の状況を把握する。保健指導により、療養支
援を行い、治療を継続させる。治療終了後も決められた期間、
病状を確認し、再発の防止に努める。

活動指標名

新登録患者に対する保健指導件数

成果指標名

患者が適切な治療を受けるよう、病気の特性の説明及び治療の
重要性について指導し、患者の治療が終了するまで療養の支援
を行い、このことにより治療中断者をゼロにし、治療終了者に
たいしては、定められた期間経過観察を確実に行い、再発の早
期発見に努める。

治療が成功した患者数÷人にうつす可能性のある患者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

杉並区における結核の実態を把握し、結核患者の治療を徹底させることにより、将来の結核患者の減少に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

407

30

79.6 100.0

374

58

90.9 100.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,077

42,298

1,644 1,382 1,577

38,502

109

54,228 49,709

0

44,375

0

40,146

0

51,286

0

55,610

0

0

44,375

0.0

0

55,610

0.0

0

0

40,146

149

0 0

0

51,286

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号結核患者保健指導

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

結核の発生は、今まで減少傾向を示してきたが、平成9年に新登録患者が38年ぶりに
増加し、罹患率も43年ぶりに上昇、厚生省が平成11年7月26日「結核緊急事態宣言」
を出し、杉並区においても、患者の登録数は減っていない。また、最近の傾向とし
て、結核患者の高齢化、未感染者が多い若い世代の学校や職場、医療機関などでの
集団発生事例が多発している。

長期間にわたり、保健所の指導を受ける理由がわからない。

今後、結核患者の増加、耐性菌の出現により、本事業の必要性はますます大きくな
る。

0.0

対象

結核に感染及び感染が濃厚に疑われる区民

根拠法令等

結核予防法第24条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



543

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

件

千円

人 0.30 0.00 0.20 0.00 0.30 0.00 0.30 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

結核対策 46700

杉並区結核患者（命令入所）対する老人医療一部負担金助成実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

結核診査協議会により承認された結核患者の医療費を公費で負
担する。

活動指標名

医療費公費負担件数

成果指標名

医療費の公費負担により結核患者の経済的負担を軽減し適切な
治療を受けやすくする。

（代）医療費公費負担件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

経済的負担が軽減されることにより、治療を確実に受けることができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2,581

2581

2,100

2100

2,934

2934

2,796

2796

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

61,745

2,711

69,320 60,784 65,311

1,808

25

2,711 2,711

0

64,456

0

71,128

0

68,022

0

63,495

0

31,063

33,393

0.0

57,839

5,656

0.0

34

0

49,986

21,142

22

0

24

0

47,512

20,510

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号医療費公費負担

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

近年、患者の合併症等による重症化が進み医療費が高額になっている。特に高齢者
の基礎疾患との合併による重篤患者が増加している。また、患者に生活保護受給者
や外国人などの無保険者が出ることにより、公費負担医療費の大幅な増加となって
いる。

その年の発生動向により、患者の予測が難しい。

0.0

対象

区内在住の結核患者

根拠法令等

結核予防法第３４条、３５条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



544

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 5.13 0.00 6.73 0.00 5.90 0.00 6.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

結核予防法第4条3項、同法第5条、同法第13条

事業開始年度

事業終期

整理番号結核予防

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

結核の発生は、今まで減少傾向を示してきたが、平成９年に新登録患者が38年ぶり
に増加し、罹患率も43年ぶりに上昇、厚生省が平成11年7月26日「結核緊急事態宣
言」を出し、杉並区においても、患者の登録数は減っていない。また、最近の傾向
として、結核患者の高齢化、未感染者が多い若い世代の学校や職場、医療機関など
での集団発生事例が多発している。

なぜ検診が必要なのか、保健所に自分のプライバシーを言いたくない等、事業の意
図が理解されない苦情がある。

杉並区において、結核患者は、毎年２００名前後発生しており、患者が通勤通学す
る事業所・学校・医療機関等で集団感染事例も増加しており、この事業の必要性
は、ますます増大していく。

0.0

対象

①区内の４ヶ月児とその母親②患者の家族・患者と接触した区
民・在勤者・在校者等結核に感染する恐れがある者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

20

0

575

70,023

351

70,463

0.0

23

0

654

78,672

20

00

757

67,005

0.0

53,324 54,228

0

67,762

0

79,326

0

70,598

0

70,814

特記事項

21,397

46,365

18,500 17,490 16,370

60,826

20

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3,523

100.0

90.0

3,499

1,894

97.3

89.6

3,400

100.0

90.0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,467

1,737

94.6

82.2

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

結核の蔓延を防ぐことができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

①乳幼児にBCG接種をすることにより結核の免疫をつけ、結核
発病時の重篤化を防ぐ。結核を発病した母親の早期発見に努め
る。②結核患者の家族、患者と接触した者へ検診を行い、感染
者を早期発見する。

BCG接種した乳幼児数÷BCG接種対象乳幼児数

新登録患者の家族検診受診率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

①４ヶ月児にはﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ反応検査、BCG接種を行い、母親には胸
部X線検査を行う②結核患者登録時には接触者を把握し、定期
的に検診を実施する。

活動指標名

BCG接種した乳幼児数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150532保健衛生部保健予防課予防係

結核予防 46720

結核予防事務取扱指針

結核定期外健康診断ガイドライン

結核患者と接触した人の検診件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



446

コード

コード

9 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡

円

千円

人 9.86 0.00 8.58 0.50 9.00 0.50 8.43 0.25

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地域保健法・同施行令・同施行規則

事業開始年度

事業終期

整理番号保健センターの施設維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　庁舎の老朽化及び高齢者の来所の増加等に伴い、診察室、待合スペースが手狭
になってきている。
　また、荻窪以外の保健センターでは、センター開所以来大規模修繕を行ってい
ないため、施設及び空調設備の老朽化が目立つ。

　庁舎等の老朽化に伴うさまざまな苦情が寄せられている。
　また、荻窪以外のセンターでは、エレベーターが設置されていないため、高齢
者や障害者の方からの苦情も多い。

　施設そのものの大規模な修繕は、空間的な余裕等によりほとんど不可能であ
る。
　また、配管・設備機器の老朽化が激しいため、運転効率の悪化と突発的な使用
不能が発生する事態が考えられる。

0.0

対象

　保健センターを利用する一般区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

30

0

1,035

144,193

1,193

188,942

0.0

43

0

938

207,749

39

00

1,126

195,039

0.0

81,342 76,190

0

196,165

1,558

208,687

779

145,228

1,558

190,135

特記事項

保健センター面積(単位：㎡)
･荻　窪＝ 337.72
　　　　　(10年度1143.93)
･高井戸＝1356.74
･高円寺＝1764.74(分室含む)
･上井草＝ 815.37
･和　泉＝ 620.18
　　計　 4894.75

基準人口
・計画＝各年度の4月 1日
・実績＝　同　　3月 1日

107,050

89,115

129,583 107,235 68,259

77,546

34

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

4,895

133

4,895

209

4,895

146

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5,701

209

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　庁舎の計画的な保全と庁舎内の快適な環境を維持している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　庁舎・備品等の施設の環境を良好に保ち、健康相談・各種
健（検）診等で来所した区民のために、快適な環境を整備す
る。

区民一人あたりの施設維持管理経費

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　庁舎の維持管理（建物の保守委託、備品の購入及び修繕
等）の実施。

活動指標名

建物面積（5保健センター分）

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 40600荻窪･高井戸･高円寺･上井草･和泉保健ｾﾝﾀｰ

保健所等維持運営 40600

杉並区保健所の設置等に関する条例

杉並区保健センター条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

56 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

回

件

回

千円

人 18.28 1.00 17.80 1.00 18.09 1.00 20.80 1.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 200131衛生試験所庶務係

衛生試験所運営 40800

食品衛生法

感染症予防・医療法

検体受領回数（回）

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　保健所、環境保全課、消費生活課等から依頼を受け、必要
な検査を行い、所管課に結果を報告する。

活動指標名

実施検査検体数（件）

成果指標名

　行政判断に科学的根拠を与え、健康被害の未然防止・被害
拡大防止・再発防止に役立てる。

(代）実施検査検体数（件）

(代）検体受領回数（回）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　区民の健康で安全な生活を確保している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

62,321

2,437

62,321

2,437

71,823

2,400

71,823

2,400

45,431

2,451

45,431

2,451

42,372

2,300

42,372

2,300

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

　＊活動指標①の11年度実績
数：感染症予防・医療法の施
行により、検査件数の計上の
仕方が変更されたので、計画
に対する実績の評価はできな
い。

60,163

165,215

57,087 55,729 51,526

160,876

4

163,497 187,990

3,116

228,494

3,116

221,079

3,116

242,632

3,116

222,342

0

0

228,494

0.0

0

222,342

0.0

3

0

0

221,079

5

0

6

0

0

242,632

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号衛生試験所運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　保健所、公害課、消費者センターの検査部門を統合して発足し、守備範囲を広
げてきた。その後、防災課、土木部、学校等からの検査依頼を受け入れ、区の総
合検査機関としての性格を強めてきた。近年、O157等の健康危機管理への対応、
環境ホルモン・遺伝子組換食品などの高度な検査が求められている。

　区民と接していないため不明であるが、科学的に裏付けるデータを所管課に提
供することにより、区民の健康保持・増進及び安全に大いに役立っていると考え
られる。

　国際化、情報化の進展及び生活環境の変化などにより、検査に対する要望が多
様化、複雑化してきたため、検査分野の拡大や検査の高度化が要求される。一
方、結核のような再興感染症も問題となっている。

0.0

対象

根拠法令等

地域保健法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

人 118.2

％ 81.6

％ 92.4

千円

人 0.46 0.52 0.42 0.31

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 43400保健衛生部保健予防課保健係

妊産婦等健康診査

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

出産育児準備教室（母親学級）の際、歯科健診及び歯科保健
指導（口腔清掃等）を行う。

活動指標名

参加者数

成果指標名

歯科健診及び保健指導を実施し、妊婦自身の口腔疾患を予防
する。また、定期健診の必要を理解、実践するようになる。
児の口腔疾患の予防と口腔機能の発育に関して適切な知識を
普及する。

一歳六ヶ月児歯科健康診査でう蝕を有していた児の割合

一歳六ヶ月児歯科健康診査の時点で好ましい保健行動を
実践している保護者の割合

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

母親が十分な知識を得ることで、生まれてくる児のう蝕の発生を予防し、口腔の機能発育に関して不安なく対応できること
で母子の健康の保持増進に寄与する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

568

4.2

654 622

4.9

46.2

603 550

4.0

50.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

成果指標②については、11年
度以降に導入した。

568

4,157

534 523 534

4,700

8

3,796 2,802

0

4,725

0

5,234

0

3,336

0

4,319

4,725 4,319

8

5,234

7 6

3,336

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号妊産婦歯科健康診査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

妊婦の意識が多様化してきたことにより、妊婦自身の口腔ケアと生まれてくる児
の口腔疾患の予防ニーズが高まってきている。
また、歯科医学の進歩により、具体的な予防方法が確立しつつある。

核家族化によって、妊娠中の様々な不安に対しての相談する相手が少なくなり、
多様な知識の吸収の場としての期待が高まっている。

要求される内容がより細分化、専門化していくことが予測される。また、歯科健
診については、かかりつけ歯科医での実施が増えていくことが予想される。

対象

区内在住の妊婦

根拠法令等

母子保健法第13条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

％ 92.0

　

人

千円

人 1.02 0.00 0.49 0.00 0.49 0.00 0.37 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 150531保健衛生部保健予防課保健係

乳幼児健康診査等 43600

神経芽細胞腫検査の実施について（昭和５９年厚生省通知）

東京都神経芽細胞腫検査実施要綱

　

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

６か月児に検査セットを郵送し、小児がんの一種である神経
芽細胞腫の検査を行う。

活動指標名

検査率（検査を受けた者の人数÷区内在住の乳児数）

成果指標名

早期発見、早期治療により、乳児の健康の保持及び増進を図
る。

要精密検査者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

97

 

2

100

 

92

 

2

100 100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

1,400

9,219

1,692 1,398 1,260

4,429

109

4,429 3,344

0

10,619

0

6,121

0

4,604

0

5,827

0

5,873

4,746

0.0

5,576

251

0.0

61

0

6,044

77

63

0

46

0

5,832

-1,228

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号神経芽細胞腫検査

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子化傾向にあるので、検査件数は減少しているが検査率は高い。昭和４０年以
来の実績や検査方法の改善を行い、行政が行う検査として一定の成果はあげてい
るが、全国的に検査方法の評価が必要な時期になっている。

対象となる乳児数は、引き続き減少することが見込まれる。また、検査の有効性
について検討が進む見通しである。

0.0

対象

区内在住の乳児（６か月児）

根拠法令等

母子保健法第１３条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業


